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な
る
時
は
、
武
具
以
下
の
噌
も
相
郎
に
宜
敷
罷
成
候
。
共
し
る
し
は

ハ
七
十
年
前
、
結
士
組
先
の
時
代
祐
也
武
具
Mq竪
質
に
仕
来
候
は
、

日
用
の
物
広
資
担
…
之
故
に
候
。
近
年
の
勢
陀
て
は
人
間
仰
を
減
少
す
る

を
以
て
第
一
の
倹
約
と
し
、
廿
古
敷
は
武
部
刀
鈴
を
も
仲
間
却
し
、
侃
に

日
用
の
衣
食

Emの
使
と
す
。
人
問
主
刀
竹
n
H
し
公
非
主
張
の
躍
は
、

狛
夏
日
用
に
の
み
財
貨
を
錦
し
、
制
度
川
具
の
殺
は
屯
も
勲
v
施
。
州
知

れ
ば
日
用
物
恨
の
目
前
一
は
閣
勢
衰
微
へ
預
り
ね
。
W
M
M
路
の
人
民
に
可
v

mv心
m
H
裂
の
事
友
ら
や
'
や
。
無
名
氏
蛇
口
。

余
品
口
て
開
〈
。
長
崎
府
物
前
買
の
巡
上
、
仁
国
成
金
沢
高
岡
。
品目は

米
位
一
石
六
十
星
の
時
の
定
と
云
。
而
陀
今
以
て
五
潟
雨
と
也
a

封
内
塩
の
俄
は
年
賀
米
一
石
の
代
塩
扮
依
を
買
す
。
松
怒
公
御
代

の
内
一
依
を
減
じ
て
九
山
加
を
以
て
代
之
。
而
し
て
一
山
悼
の
倣
銀
六

銭
六
分
、
九
依
陀
し
て
六
拾
笠
銭
政
分
、
日
品
川
即
時
似
此
外
に
駄
賃

銭
二
百
七
銅
と
定
め
貸
出
す
。
此
父
は
米
二
制
六
拾
尽
の
時
を
以

て
準
之
。
今
混
戸
の
民
一
石
の
米
在
中
川
し
貢
せ
ば
、
銀
成
扮

E
に

不
及
也
a
M
m
k
塩
九
俵
を
出
さ
し
む
。
非
道
と
も
可
一
宮
也
。雌
然
溢

戸
の
民
へ
は
街
畿
見
聞
り
を
以
て
仰
貸
米
と
名
づ
け
、
御
山
岡
米
を

被
貸
?
、
先
を
以
て
依
之
候
。

四
民
共
に
山
且
求
候
定
般
に
於
て
は

の
畑
山
花
五
り
ぬ
。
誠
に
秋
か
敷
底
世
に
あ
ら
十
ゃ
。
附出
策
に
は
米
侭

の
分
は
此
過
に
て
も
、
狛
七
八
十
年
前
よ
り
は
就
き
方
医
候
へ
は
、

幸
の
山
市
太
平
の
基
陀
も
可
成
機
品
目
陀
候
。
古
人
間
酬
を
勝
じ
て
献
と
作

す
と
さ
へ
い
へ
り
。
か
h
A

る
幸
に
采
じ
鮒
物
の
慣
の
俄
は
姑

t
t正止

也
、
光
一
日
も
は
や

t
官
物
史
芭
段
有
之
品
々
、
何
の
食
訟
に
も
不

及
、
都

τ年
減
の
仮
に
定
め
、
時
運
上
品
司
も
-

A

半
減
を
以
て
立
可

巾
事
也
。同一叩
い酬
間
M
J
脚
喝
就
中
仰
向
別
分
塩
の
債
の
事
、
他
聞
に
し無
之

俄
陀
候
。
六
年
前
余
江
戸
よ
り
師
勝
、
江
戸
を
始
め
上
野
・信
浪
・越

後
所
々

の
堪
似
不
残
笹
肥
し
見
合
候
所
陀
、
逃
可
v
A
W
H
所
々
却
て
仰
図

よ
り
下
車
陀
候
ョ制
仰
封
内
に
て
も
協
山
・大
正
持
す
で
に
格
別
下
直

E
長
。
町
一
時
泊
中
主
主
恐
慌
分
六
・七分の尚昆に、

h
-
官
物
を
ば
如
此
費
出
し
組制

忙
制
限
升
定
出
段
成
分
限
鰍
酢
也
。
此
怨
不
ν姐
s
欽

物
は
下
直
に
て
有
之
迄
に
て
は
、
諸
人
不
致
心
服
径
の
部
、
勢
迄
に

て
も
無
之
道
裂
も
亦
如
此
し
。
先
づ
極
の
一
部
右
申
泊
半
減
に
成
候

は
ピ
、
月
を
不
純
し
て
自
然
と
物
Mm
下
賎
陀
可
成
候
。
渚
し
従
巧

の
徒
一
あ
ら
ば
法
刑
を
以
て
相
槌
ふ
へ

し
。
若
し
首
路
の
人
の
問
陀
獄

候
は
Y
此
策
を
以
て
可
申
越
候
。
況
や
職
事
陀
預
ら
ば
先
づ
此
一
策

を
以
て
可
鯨
外
拠
'
之
候
。
凡
弧
ν
聞
も
叉
経
済
の
一
事
陀
候
所
、
日
h
k

閥
勢
弱

t
成
来
候
。
共
仔
細
は
、
米
似
に
随
て
物
慣
も
其
陀
応
じ
下
賎

至
て
米
駄
の
都
共
也
。
米
側
に
準
じ
、
時
々
日
下
相
臨
可
申
事
也
。

一
、
出
草
地
巣
の
奉
公
論

先
住
此
作
自
ν侃
問

hva也
a
U
3髭
生
s

批
鮮
司

む
か
し
決
文
帝
、
露
誌
を
作
ら
し
め
ん
と
て
庇
を
召
て
其
債
を
川
給

U
し
に
、
百
A
E
に
あ
た
る
よ
し
を
爽
し
け
れ
ば
、
百
金
は
中
民
卜
家

の
産
な
り
。
五
同
今
慈
を
作
る
結
花
十
家
の
産
主
投
す
と
と
有
べ
か
ら

や
と

τ、
継
の
岬
時
官
設
を
さ
へ

止
給
ひ
し
と
な
り
。
共
事
今
に
玄
て
背

決
を
て
ら
し
、
千
判
明
の
美
校
と
も
い
ふ
ベ
し
。
与
に
今
の
大
束
、
御

代
配
し
ろ
し
め
ず
初
よ
り
、
い
さ
t
A

か
聾
色
の
御
好
訟
は
し
ま
さ
宇
。

仰
向到
の
祭
慨
を
事
と
し
給
は
字
。
物
ど
と
陀
+
証
容
を
い
ま
し
め
、
天

下
の
た
め
に
財
を
を
し
み
給
ふ
事
は
、
漢
の
文
去
に
も
恐
ら
〈
は
魁

給
ふ
ベ
し
。
然
る
に
近
年
米
似
賎
し

t
し
て
、
下
部
に
は
凍
館
の
民

な
く
山
帯
広
茶
色
を
発
る
と
い
へ
ど
も
、
盟
年
打
鎖
き
て
米
償
あ
ま
り

に
賎
し

t
な
り
ゆ
〈
程
民
、
微
総
を
川
棚
る
鮮
臣
、
北
ハ
机
肺
を
一
UH
て
衣
服

以
下
の
諸
費
を
柏
町
宇
る
に
、
財
乏
し
く
朋
た
ら
宇
閤
第
陀
及
ぶ
の
よ

し
き
と
し
め
さ
れ
、
利
民
間
胴
他
の
仰
政
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
古
よ
り

務
千
久
し

t
な
り
ぬ
れ
ば
、
ゐ
の
づ
か
ら
世
の
風
俗
駿
怖
に
な
り
ゆ

t
習
な
れ
ば
、
貨
賎
と
な
く
た
ど
箸
修
を
好
み
、
モ
れ
に
官
商
大
賀
、

叫吋刷却に
冊煎じ
て
貨
利
の
椛
を
也
に
す
る
ま
誌
に
、
新
の
物
償
い
ま
だ

可
卸
小
股
巻
日

六

平
な
ら
ざ
る
折
し
も
、米
似
の
み
俄
に
賎
し
く
な
れ
ば
、
た
を
も
て
賭

裂
を
償
ム
陀
た
ら
ざ
る
の
よ
し
又
き
と
し
め
さ
れ
、
と
と
し
よ
り
倹

紫
の
令
仰
定
め
あ
る
べ
吉
符
に
、
共
起
の
念
を
附

t
せ
よ
と
て
、
去

年
脳
月
の
末
っ
か
た
先
だ
ち
て
有
司
に
命
じ
て
、
府
仰
の
財
を
裂
か

し
め
、
鈍
潟
の
金
を
散
じ
て
微
除
の
統
に
あ
ま
ね

t
問
山
貸
し
、

下
は

府
吏
耳
H

徒
の
い
や
し
き
に
及
ペ
り
。
誠
に
回
帰
な
き
那
と
い
ふ
ペ
し
。

今
よ
り
後
此
た
び
思
貸
民
間
制
り
し
間
々

、
自
ら
新
民
し
て
身
を
修

め
、
準
公
主
恨
し
み
法
令
を
苛
り
、
ひ
と
へ
に
倹
紫
を
務
め
て
、
震

ね
て
上
の
御
息
肢
を
努
し
奉
ら
ざ
る
や
う
に
と
常
に
心
懸
な
ば
、
賀

て
御
息
の
前
一
を
報
宇
る
芯
と
も
い
ふ
ベ
し
。
い
か
な
れ
ば
糊
盆
の

苅
き
陀
ゐ
ま
し
て
、
下
の
悶
刑
制
主
治
ぼ
し
め
し
忘
れ
十
、
朝
夕
陀
御

心
に
懸
さ
せ
給
ふ
、
北
(
か
た
じ
け
な
き
を
も
ゐ
も
ひ
し
ら
宇
し
て
、

己
主
省
る
心
な
く
泊
色
に
耽
り
、
遊
楽
を
の
み
と
の
み
、
身
を
も
ち

崩
し
て
上
の
御
思
を
む
な
し
う
す
る
と
と
あ
ら
ば
、
人
た
る
心
も
て

る
人
と
や
い
ふ
べ
き
。
禽
駄
に
も
訟
と
り
ぬ
ベ
し
。
も
と
よ
り
宥
ペ

き
事
な
ら
ね
ど
も
、
近
来
士
の
瓜
儀
日
に
敗
れ
て
、

市山
耽
の
心
あ
る

人
は
長
星
の
ご
と

t
な
れ
ば
、
か
h

る
う
へ
に
も
さ
る
人
あ
る
ま
じ

と
も
さ
だ
め
が
た
し
。
さ
れ
ば
老
の
ひ
が
め
る
心
に
や
、
共
事
を
あ
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